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“遠くに飛びたい”が
競技人生の原動力に

―ジャンプの原田は、どんな
環境から生まれたのでしょうか？
私は北海道旭川市の北にある上川
町の出身で、スキージャンプの現役
選手でいえば女子の高梨沙羅選
手が同郷になります。大雪山を眺め
ることができるなど大自然に恵まれ
た土地ですくすくと大らかに育ちま
した。友だちと山や川に行って自然と触れ合いながら遊んで
いました。自宅の裏には徒歩3分のところに小さなスキー場が
ありましたので、スキーは物心ついた時から滑っていました。
冬になると学校の帰りに友だちとスキー場に行って、夜遅くま
でがたがた寒さに震えながらも楽しくスキーを滑っていたとい
う思い出があります。また学校のグラウンドに水をまけば自然
と氷がはってスケート場ができていましたので、スケートもやっ
ていました。

―スキー競技のなかでもジャンプの道
に進んだきっかけは何だったのですか？
手前みそになりますが、近所ではちょっと
した有名なスポーツが得意な子どもで、
野球やサッカー、スケートなど、どんなス
ポーツも上達が早かったんです。それ
で小学校3年生になるとスキーも普通に
ゲレンデで滑るのは飽きてしまいまして、

「もっと何か刺激が欲しいな」と思っていました。ちょうどその
ころに、スキー場で私たちが滑っている隣でジャンプをしてい
る人たちを見て興味がわきました。「あんな高い所からジャン
プするんだ。自分もちょっとやってみたいな」と思ったのが最
初のきっかけでした。

―上川町にはスポーツ少年団がありましたよね。これは古
い歴史を持っている組織だと伺っています。
私が小学3年生で入った時には、中学生も含めて14～15人
の選手がいました。アジア初の冬季オリンピックだった1972
年札幌大会を機に、強化の一環として子どものための施設
がつくられて、そのひとつが上川町のジャンプ台でした。そ

こに子どもたちが集まるようになり、スポーツ少年団の活動
が始まりました。

―初めて飛んだ時は、恐怖心はなかったのでしょうか？
怖かったです。いよいよ飛ぶとなった時に、一番上まで行って
下を見たとたんに恐怖心が出て躊躇しました。「あそこから
飛び出したら、いったいどんなことが起こるのだろうか」とまっ
たく想像がつきませんでしたので、非常に怖かったことを覚え
ています。結局、先輩に押されるようにしてスタートしたので
すが、もう行くしかないので、サーッと滑っていって飛びました。
とは言っても、ただ勢いで飛び降りたというだけで飛距離は
7mくらいだったと思います。でも自分にとっては「体がふわっ
と浮いて飛んだ！」という感覚があり、その時の感動が、その
後のジャンプ人生を支えるものとなりました。

―中学校時代には、1、2年生の時に全国大会で連覇し、
3年生の時にはジュニア世界選手権にも出場されています。
ジャンプを始めてからはずっと「遠くに飛びたい」という一心で
練習に励み、そのおかげで中学校では全国大会で優勝し、

周囲からも「オマエは世界で戦う
選手になるんだよ」ということを言
われていました。ただそのころの
私はジャンプ競技自体の魅力のほ
うが強くて、世界を意識するとか、
一番になりたいというよりも、楽しん
でジャンプをしていました。また、大
会を通して全国にどんどんライバ
ルが増えていって彼らと競い合っ
たり、試合が終わると仲良くなって
しゃべったりと、そういうことが非常
に楽しいと感じていました。長きにわたって日本スキージャンプ界の顔として活躍された原田雅彦さん。オリンピックには1992年

アルベールビルから2006年トリノまで5大会連続で出場し、あわせて3つのメダルを獲得しました。な

かでも1998年長野大会の団体で、原田さんが2回目で大ジャンプを見せ、4位からの逆転で獲得した

悲願の金メダルは、今も語り草となっています。現在は雪印メグミルクスキー部総監督、全日本スキー連盟

（SAJ）副会長を務めるなど、普及や強化に奔走している原田さんに、現役時代のこと、今後のスキー界

についてお話を伺いました。

聞き手／佐野慎輔 　文／斎藤寿子 　写真／フォート・キシモト、原田雅彦 　取材日／2022年12月13日

1972年札幌オリンピック開会式・日本選手団入場

幼稚園のころ

中学3年生で世界ジュニア選手権
に出場。右から二人目。

（1984年。ノルウェー）
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天でした。V字ジャンプを習得して、言ってみたら簡単にオリン
ピックの代表になって、それまではまったくかなわなかった海
外の選手と肩を並べるようになっていましたので、「このまま
世界のトップに立てるんじゃないか」とうぬぼれていました。そ
ういう状態で、2年後の1994年に2度目のオリンピック、リレハン
メル大会を迎えました。今思えば自分のジャンプには反省す
べき点がたくさんあったにも関わらず、「これで大丈夫、いけ
る」と勘違いしていたところがあったように思います。

―アルベールビル大会で初めてオリンピックに出場してみ
て、世界選手権などとは違いを感じたりしたのでしょうか？
やっぱり違いました。出発する前の壮行会で、日本中から応
援されているんだということを感じて「これがオリンピックなん
だ」と思いました。そして現地入りすると、どこもかしこもオリン
ピックマークが貼られてあったのにも驚きました。また、ほかの
競技の方がたくさんいるという環境も、ふだんのワールドカッ
プや世界選手権とは違いました。でも当時は、それほど大き
なプレッシャーを感じてはいませんでしたので、日本からの応
援は素直に嬉しいと感じていましたし、とにかくがんばろうとい
うような気持ちだけでした。結果もラージヒル個人と団体で4
位と、メダルこそ獲れませんでしたが、「日本のジャンプ陣も復
活し始めた」という感じで受け取られていたと思いますので、
とても楽しい思い出のオリンピックでした。

―当時から、原田さんの周りには同世代のライバルがたく
さんいました。やはり存在は意識されたんでしょうね。
もちろん、意識していました。私だけでなく、葛西紀明※1もV
字ジャンプを習得して世界で活躍していましたし、岡部孝
信※2、齋藤浩哉※3、西方仁也、船木和喜※4といった選手が
次 と々出てきて、お互いに「誰にも負けないぞ」という気持ち

で競い合っていました。
練習の時からライバル
心むき出しで、「あいつ
が100m飛んだなら、オレ
は105m飛ぶぞ」というよ
うにして切磋琢磨し、そ
うしたなかで日本勢が力
をつけていきました。

―同学年の西方仁也※1さんは「当時から遠くに飛ぶことに
関しては、原田さんは天才的だった」とおっしゃっていました。
才能というよりも、上川町の大自然で生まれ育った私の体が、
ジャンプにマッチしたというのが一番大きかったように思いま
す。瞬発力や跳躍というものを、自然と身につけていて、それ
を最大限に生かすことのできる競技に巡り合えたのかな。そ
れは本当に奇跡だったと思います。

―中学、高校時代にスランプや挫折を味わったことはあり
ましたか？
中学、高校時代はわりと順調にいっていましたが、つまずい
たのは高校卒業後、社会人になったばかりのころでした。
将来を嘱望されて、18歳で名門の雪印乳業（現・雪印メグ
ミルク）スキー部に入ったのですが、高校までよりジャンプ台
の形状が大きくなっていましたし、大人への体になる移行
時期でもあったので、なかなかうまくいきませんでした。それ
で本当に世界レベルの選手をめざすのか、それとも一般的
な競技人生で終わるのか、という葛藤もあり、精神的にブレ
が生じた時期でした。

―雪印乳業スキー部といえば、菊地定夫※2さん、青地清
二※3さんといった大先輩がいらっしゃいます。
そうした偉大な先輩方がいらっしゃった雪印乳業スキー部
は、私にとっては大変な憧れで、その名門スキー部に入れ
たことをとても光栄に思っていました。私が入部した時は、
菊地さんも青地さんもスキー部からは離れていて、普通に
社員として仕事をされていたのですが、社会人として大事
なことをたくさん教えていただきました。実は、スキー選手は
クロスカントリーもアルペンも個人でスポンサーを集めて活

動していることがほとんどで、企業スポーツとしての形態を
とっているのはスキー界ではジャンプだけなんです。その
なかで雪印のスキー部は歴史が古く、70年以上続いてい
ます。その間、スキー部からはメダリストが数多く生まれて
きました。会社はスキー部とともに成長してきたという風潮
があり、実際に社員の皆さんがすごく応援してくれているん
です。そういう企業スポーツとして発展してきたという点が、
ジャンプの魅力でもあると思います。

―名門スキー部の練習というのは、どんなものだったので
しょうか？
想像をはるかに超えた練習量で、青地さんからは「これくら
いやらないと、スピードには耐えられない」と教わりました。で
すので、1年目から本当に一生懸命に練習したのを覚えて
います。

好転のきっかけは
「V字ジャンプ」の登場

―社会人1年目は環境の変化もあって苦労されたというこ
とですが、好転したのはいつごろのことだったのでしょうか？
良い方向に進み始めたきっかけは、スキー板を開いて飛ぶ

「V字ジャンプ」が登場したことにありました。1987年に雪印
乳業に入社しましたが、4年目の1990年シーズンに「V字ジャ
ンプ」が世界に広まり、私もいち早く取り組みました。そこから
どんどん成績が上がり、ジャンプの技術を追求していくことが
楽しいと思えるようになったのはそのころからでした。

―「V字ジャンプ」への転向を躊躇した
選手もいたと思いますが、原田さんがいち
早く取り入れようと思った理由は何だった
のでしょう？
当然、競技者としてトップになりたい、試合
で勝ちたいという思いがありましたので、う
まくいっていないこの状況をどうやって抜
け出そうか、どうすればもう一段レベルアッ
プできるだろうか、と悩んでいました。そん
な状態でしたので、V字ジャンプに転向し

たのは「少しでも勝つ可能性があるものならやってみよう」と
ある意味、捨て身の気持ちからでした。もちろん周囲からは
反対の声もありました。「なんとか今のままいけば、上位に行
ける可能性は十分にあるんだぞ」ということも言われました
が、上位ではなく頂点をめざしていましたので、V字ジャンプ
で勝てるんだったらと思ってわりと早く決断しました。

―もともと完成されていた形を変えるというのは、競技者に
とって大変な冒険だったと思います。
おっしゃる通りです。さらに言えば、V字ジャンプには教科書
がありませんでしたので、誰からも教えてもらえませんでした。
とにかく海外選手の見よう見まねで自分でやっていくしかな
かったんです。

― V字ジャンプへの転向が功を奏して成績を伸ばし、日本
代表入りを果たしたというわけですね。
どんどん結果を出すようになり、V字ジャンプに転向したその
年には日本のトップに昇りつめました。2年後の1992年には、
初めてのオリンピックとなったアルベールビル大会（フランス）
に出場しました。精神的にも非常にのっていた時期で、有頂

オリンピック初参加となった1992年アルベールビル大会

葛西紀明氏 岡部孝信氏 齋藤浩哉氏 船木和喜氏西片仁也氏
（1994年リレハンメルオリンピック）

※1西方仁也：元スキージャンプ日本代表。1994年リレハンメル大会＜ノルウェー＞では団体で銀メダルを獲得した
※2菊地定夫：元スキージャンプ日本代表。オリンピックには1960年スコーバレー大会＜アメリカ＞、1964年インスブルック大会＜オーストリア＞に出場。インスブルック大会では日

本選手団の旗手も務めた
※3青地清二：元スキージャンプ日本代表。オリンピックには1968年グルノーブル大会＜フランス＞、1972年札幌大会に出場し、札幌大会では70m級で銅メダル。金メダルの笠

谷幸生、銀メダルの金野昭次と表彰台を独占し、「日の丸飛行隊」と呼ばれた　

1972年札幌オリンピック 70m級
銅メダルを獲得した青地清二氏

※1葛西紀明：16歳から日本代表として活躍し、オリンピックには1992年アルベールビルから2018年平昌まで8大会連続で出場。2016-17シーズンには44歳9カ月でワールド
カップを制し、最年長優勝記録を更新。50歳となった現在も現役を続けるレジェンドで所属の土屋ホームでは監督を兼任

※2岡部孝信：団体では1994年リレハンメルで銀、1998年長野大会で金と2大会連続でのメダル獲得に貢献。現・雪印メグミルク監督
※3齋藤浩哉：1998年長野大会で団体金メダル。現在、雪印メグミルク勤務
※4船木和喜：元スキージャンプ日本代表。1998年長野大会では、個人ラージヒル、団体で金メダルを獲得。同シーズンにはスキージャンプ週間で日本人初の総合優勝に輝いた。

2002年ソルトレークシティ＜アメリカ＞大会にも出場。現在も指導、解説の傍ら競技を続けている　
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―海外選手に対するライバル心というのはどうだったので
しょうか？
それまで好成績を残していた憧れの選手も、V字ジャンプの
移行期には一時低迷していたんです。ところが、V字ジャンプ
を確立したとたんにまた成績を伸ばしてきて、やはりそれは脅
威でした。ただ、日本選手全体がどんどん力をつけていき、い
つの間にか海外のトップ選手にも名前負けしなくなり、対等に
勝負ができるようになっていきました。そういったなかで、日本
選手は自信をつけていったように思います。

苦境に立たされた時に
支えとなった家族の存在

―そうしたなかで迎えたリレハンメル大会では、日本選手
は強かったですね。
ふだんの大会から常に上位に多くの日本選手が食い込むよ
うになっていました。ただワールドカップでも世界選手権でも、
日本人で優勝した選手はいなかったんです。そうしたなかで
迎えたリレハンメル大会は、みんなで「メダル獲れるといいね。
がんばろう」と言いながら臨んだのですが、現地入りして飛
んでいるうちに「あれ、自分たちが金メダルを獲れるんじゃな
いだろうか」と思うようになっていきました。そしたら急にプレッ
シャーが重くのしかかってきたんです。

―団体では、西方さん、岡部さん、葛西さんと、すばらしい
ジャンプが続き、日本は最後の原田さんを残して、2位ドイツに
55ポイント差をつけてトップに立っていました。結果的に原田
さんが本来のジャンプができず、金メダルを逃すわけですが、
あの時の大失速の原因は何だったのでしょうか？
精神的な問題だったかなと思います。世界の舞台で上位で
戦うことはあっても、トップには立ったことがなかったというキャ

リアの乏しさが、私には大きなプレッシャーとなってふりかかっ
てきたのだと思います。自分としては競技に集中していました
し、いつも通りだと思っていたのですが、知らないうちに硬さ
が出てきて、精神的にも冷静ではいられなくなっていたのだと
思います。

―原田さんがスタートする前に、イェンス・バイスフロク（ドイ
ツ）さんから「Congratulation！」と言われ、それがプレッシャー
になったという話がありますが、実際はどうだったのでしょうか？
いえいえ、ぜんぜんそれは関係ありませんでした。確かにバ
イスフロクからは「日本が優勝だね、おめでとう」と言われまし
た。実際、2位とも差があって、ふつうに飛べば日本が金メダ
ル確実でしたからね。でも、私は彼の言葉を気にするほど、
余裕はありませんでした。それよりも私は金メダルがかかって
いるということで、自分では意識していなかったのですが、冷
静でいられなかったのだと思います。結局、不安があったと
いうことは、そこまでにやるべきことをできていなかったという
ことだったんだろうなと。何か足りないものがあったから自分
で不安を覚えたのだろうと思うんです。冷静でいられなかっ
たということは、私は勝負に必要な何かをやらずにリレハンメ
ルの舞台に立ってしまっていたのだと思います。そのことが
重いプレッシャーとなってしまったのだろうと。それが個人戦
だったら自分の責任として受け止めればいいだけなのです
が、団体戦でしたので、チームメイトが手にしかけた目の前
の金メダルを自分のせいで逃してしまったということに非常
に重い責任を感じました。

―ただ、飛び終わった原田さんの元に日本のメンバーは
「やった、銀メダルだぞ！」と言って駆け寄ってきたそうですね。
もちろん、みんな本当は悔しかったはずです。でも、「次の長
野で取り返そう」というふうに言ってくれて、その言葉で救わ
れました。

―ただ期待が大きかっただけに、風当たりも強かったので
はないでしょうか。
当然、応援してくださった日本の皆さんのなかにもさまざまな
意見や思いがあったと思います。銀メダルを獲ったという喜び
もありましたが、それよりも金メダルを逃したということのほうが
強く印象に残ったオリンピックでした。ただアスリートとしては、
それをバネにしてがんばろうと思いましたし、ひとりひとりに謝
罪に行くわけにもいきませんので、私にできることといえば、金

メダルを逃したお詫びにいち早く結果を残すしかないと考え
ていました。

―悩まれ、落ち込まれ、もう一度気持ちを奮い立たせるの
は容易ではなかったと思います。
そんな時に支えてくれたのは、家族の存在でした。一番身
近でサポートしてくれた妻や、子どもも生まれていましたので、

「家族のために」と思えたことが非常に良かったです。なか
なか自分のジャンプを取り戻すことができずに悩みに悩んで
いた時に、妻が「そんなに焦らずに自分らしくやったらどう？」と
アドバイスをしてくれたことがありました。もがいている姿を一
番近くで見ていた妻は、私が背伸びをして違うことをやってい
るけれど、そうではなくて私の一番の武器は自分らしさなんだ
ということがわかっていたんでしょうね。

―自分らしさを取り戻すことができたのは、いつごろだった
のでしょう？
リレハンメル大会が終わって、2シーズン目でした。リレハンメル
大会の次は、長野大会でしたので、当時は日本中がそれに
向かっているような状況でした。ですので、“リレハンメルのリ
ベンジ”というよりは、“どうしたら長野で日の丸飛行隊が金メ
ダルを獲れるか”ということにベクトルが向いていました。私も
それに乗り遅れないようにと思っていたのですが、当時は若
い船木選手が台頭してきていたこともあって焦りを感じていま
した。そんななか、妻の言葉で、ある意味開き直り、自分を取り
戻すことができたのは、リレハンメル大会から2シーズン目のこ
とでした。

―どんなことに一番悩まれていましたか？
一番は飛び方です。さまざまなスタイルの飛び方で距離を伸
ばしていく選手が世界中から出てきていて、そのたびに「あ
あやって飛んでみようかな」と試行錯誤したのですが、結局
は原点に立ち戻りました。「自分にしかできないことがあるじゃ
ないか」「自分はこうやって距離を伸ばしてきたんだよな」とい
うことに気づけたのが大きかったですね。

―自分の飛び方を取り戻してから長野大会までは、順調
でしたか？
1997年には世界選手権で金メダル（ラージヒル個人）を獲得
するなどしていましたので、ようやくジャンパーとして成熟して
きたかなという手応えをつかんで長野大会に臨みました。

会場にいた全員で獲った
長野大会の団体金メダル

―長野はご自身3度目のオリンピック、どんな思いであの舞
台に立たれました？
ピークの状態で長野大会を迎えていました。もちろんプレッ
シャーはありましたが、リレハンメル大会の時とはまったく違う
ものでした。不安を抱えたプレッシャーではなく、とにかくすべ
てやったのだから、あとは飛んで皆さんの期待に応えるだけ、
というものだったので、アスリート冥利に尽きる心地良いもので
した。私だけでなく、船木も齋藤も岡部も、日本勢はみんなが
万全の状態で、飛べば誰かが必ずメダルを獲るだろうという
ような状況でした。ところが、団体当日の天候だけが万全とは
いきませんでした。

― 1本目が終わった時点で日本は4位でした。2本目は第1
グループの8人が飛んだ後に中断。あまりの猛吹雪に、その
まま打ち切りも十分に考えられる状態だったことを覚えていま
す。あの時、どんな心境だったんですか？
風に対しては、ある程度想定していました。10年前から白馬の
ジャンプ台を何度も飛んでいましたので、何時になったらどこ
から風が吹いてくるとか、追い風の場合はこうなるというような
想定はできていましたが、あれほどの吹雪になるとはまったく
思っていませんでした。私たちとしては崖っぷちに立たされた
思いでいました。このまま1本目で終わったらどうしようと思って
いたので、誰もが「とにかく2本目をやってくれ」と祈る思いで待
機していました。それは私たち4人だけでなく、観客も含めて、
あの日、あの時、あの会場にいた日本人全員で金メダルを獲り
に行くというような雰囲気がありました。吹雪で寒いなか、観
客は誰ひとり帰ろうとせず、2本目が再開することを信じて待っ

1994年
リレハンメルオリンピック
失敗ジャンプ後

1994年リレハンメルオリンピック
ジャンプ団体で銀メダルを獲得した日本チーム

（左から、岡部氏、本人、葛西氏、西方氏）
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てくれていました。また、役員の方たちは降
り積もる雪を一生懸命に除雪してくれてい
ました。そういうみんなの熱がこちらにも伝
わってきていたんです。そうしたなかでテス
トジャンパーが命がけで飛んでくれて、審
判団も再開を決断してくれた。何もかもが日
本の金メダルに向けて動いていたように思
いましたし、そういう雰囲気を私たちジャン
パー4人は感じながら待機していました。

― 25人のテストジャンパーが全員ジャンプを成功させたこ
とで、試合が再開となりました。そのテストジャンパーのなかに
は、中学時代から切磋琢磨してきたライバルであり、リレハンメ
ル大会では同じ団体メンバーでもあった西方さんがいました。
彼が日本代表から漏れた時点で、どれだけ悔しい気持ちで
いるかはわかっていました。同学年でしたから旧知の仲で、
海外遠征でも同部屋だったりしたんです。だから気持ちは痛
いほどわかっていました。何より彼は長野県出身ですので、ま
さに地元開催である長野大会に対しては並 な々らぬ強い思
いを抱いていた選手のひとりでしたし、周囲も地元出身者の
西方に大きな期待を寄せていました。そういうものを一身に受
けながらやってきて、代表から外れたわけですので、本当に
辛かっただろうなと思います。当時は何て声をかけていいか
わからず、顔をあわせてもオリンピックのことには触れずに、い
つも通りに接するようにしていました。

―団体の試合前に、西方さんからアンダーウェアを、もうひ
とり日本代表ではあったけれども団体のメンバーからは外れ
た葛西さんからは手袋を借りて、それらを身につけて試合に
出ていたそうですね。
自分としては「思いはみんな一緒だよ」という気持ちからの行
動でした。団体は4人でチームを組んで飛ぶわけですが、西
方も葛西も、そのほかの控え選手も含めて、みんなで一緒に
金メダルを獲りに行くんだ、という気持ちでした。

― 2本目が再開した時は、どんな心境でしたか？
1人目の岡部が飛んだ時点で日本がトップに立ちましたので、あと
は残り3人がいつも通りに飛べば勝てるという自信がありました。

― 原田さんはK点をはるかに越える137mの大ジャンプ
でした。

1本目は距離が伸ばせなかったので、2本目はできるだけ遠くに
飛んで、1本目の分を取り返そうという思いで飛びました。それこ
そ小学3年生の時に初めて飛んだ時に「遠くまで飛びたい」と
思った、あの時と同じ思いが込められたジャンプでした。

―あまりの大ジャンプに着地で立てるかどうか、見ている
ほうは心配でしたが、原田さんとしては着地に自信を持って
いたのでしょうか。
誰もが驚くところまで飛んで立つというのは、子どもの時から
の目標でしたので、自信を持って着地しました。

―最後の船木さんが飛び終わって日本の金メダルが決
まった瞬間に、原田さんは嗚咽が止まらなくなってしまいま
した。
正直なところ、あの時はもうほっとしたという気持ちしかありま
せんでした。期待に応えるために相当プレッシャーがあったん
だなと、改めて気付かされましたね。「良かった」と思ったら、
腰が抜けてひとりでは立っていられませんでした（笑） いず
れにしても、観客の皆さんが「すごく寒かったけど、金メダル
獲ってくれて嬉しかった」と言って帰っていってくれたので、本
当に良かったです。

―個人ではラージヒルで銅メダルを獲得しました。
3位以内に入ることがひとつの目標でもありましたので、メダル
を獲れたことは素直に嬉しかったです。ただその前のノーマ
ルヒル個人のほうが、私にとっては大本命だったんです。金
メダルを期待されながら、5位とメダルを逃したことについては
今でも悔しさが残っています。それも“原田らしい競技人生”
と言ってしまえばそれまでなのですが（笑） 誰もが個人での
金メダルをめざしていますので、それを実際に成し遂げたの
は日本人では船木ひとりでした。やっぱり船木はすばらしい
選手だったんだなと思いますし、今でも羨ましいなという気持

ちがあります。オリンピックに8大会出場し“レジェンド”と言われ
ている葛西が、未だに追い続けている気持ちは、私にもよくわ
かります。それだけ金メダルを獲ることは難しいですし、選手
にとってはどうしても手に入れたいものなんです。

―同じジャンプでも、個人と団体ではまったく違うものなの
でしょうか？
違いますね。やはり選手は個人の金メダルを獲ることにかけ
てやっていますので、思いの強さが生半可なものではありませ
ん。それをめざそうとするから選手はレベルアップしていきます
し、そうした選手たちの集まりが団体戦になります。そもそもふ
だんは団体戦の練習はしませんからね。ただ団体は4年に一
度という点では、4年分の思いを乗せた試合でもあります。

―原田さんは、その後も2002年ソルトレークシティ大会（アメリ
カ）、2006年トリノ大会（イタリア）に出場し、あわせて5回オリンピッ
クを経験されました。どのオリンピックが最も印象深いですか？
それは、やはり長野大会です。観客動員数の面からも見て
も、長野大会が最も多かったんです。あれだけの観客が見
守るなかで競技をしたのは、あとにも先にもありませんでした。
それと、さまざまなプレッシャーをアスリートとして感じることが
できた大会でもあり、あれだけ自分が興奮状態になるというの
も、なかなか経験できないことだろうなと。

―長野大会後も現役を続けられたのは、まだご自身に伸
びしろを感じられていたということだったんですか？
そうですね。やはり個人ノーマルヒルで獲り損ねた金メダルを
めざしたいと思いましたし、そのためにワールドカップや世界
選手権で勝とうという思いで続けました。

―現役を引退しようと決意したタイミングは？
2006年トリノ大会が終わってからで
す。当時は世代交代も進み、たくさ
んの若い選手が出てきていました
ので、「この大会が集大成になるだ
ろう」とは思っていました。長野大会
のころとは飛び方やルールもだいぶ
変わっていましたので、自分のジャ
ンプはもう古いのかなというふうに
思い、トリノ大会でピリオドを打つこ
とにしました。結果的に個人の金メ

ダルは獲れませんでしたが、「十分にやったな」と清 し々い気
持ちで引退することができました。

選手の迷いを取り除くことが
ジャンプ指導者の役割

―現役引退後は、指導者の道を歩まれていますが、選手
にはどんなことをアドバイスされていますか？
選手はみんなジャンプの技術を追求するのが楽しくて仕方な
いんです。私が現役時代とは技術も用具も変わっているので
すが、どうしたら遠くまで飛べるかということを考えているのは
同じですので、その思いを選手と共有し合って、どうすれば
結果に結びつけられるかということを一緒になって考えるスタ
イルを取っています。私自身も選手と一緒になって考えるの
が楽しいんです。

―原田さんが現役時代と、今の選手とでは何か違いはあ
りますか？
基本的には変わらないと思います。ジャンプという競技は、迷
うことのほうが多いんです。天候や風など自然に影響を受け
てしまうので、自分を強く持ち続けることがとても難しい。今の
自分には技術があって調子もいいはずなのに、不利な風に
あおられて距離が伸びなかったりすると、「違うことをしなけ
ればいけない」と、せっかくつくり上げてきた自分のスタイルを
崩して、違うことをしようとしてしまいがちです。見ている側と
すれば、それを止めたいのですが、選手はやはり結果が出な
いと何かしようとしたくなるんですね。私も現役時代はそうで
した。指導者が「これでいいんだよ」と言っても、聞く耳を持た
ずに「いえ、新しくこうしたいんです」と。そんなやりとりをして
いたなと思い出すことがよくあります。今振り返ると、できてい
るものを崩さずにやればいいということはわかるんですけど、
「もっと遠くに」と思っている選手はいろいろとやりたくなって
崩してしまう。本来のやり方をできるだけ崩さないようにさせる
のが、指導者の務めであるように思っています。

― 2022年北京大会では、日本選手団総監督を務められま
した。ジャンプ陣だけでなく、全競技の選手に目を配らなけれ
ばならない大役でしたが、いかがでしたか？
確かに幅広い視野が必要とされる役目でしたが、現地入り
してきた選手の顔を見れば、だいたいのことはわかりました。

1998年長野オリンピック・ジャンプ団体 1998年長野オリンピック・ジャンプ団体で金メダルに輝いた
日本チーム（左から本人、岡部氏、齋藤氏、船木氏）

2006年トリノオリンピックに
出場
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すべての準備をして自信満々でオリンピックに臨んでいる選
手もいれば、不安げな表情をしている選手はケガなどで悩
んでいたりしました。結局は、オリンピック本番を迎えるまでの
プロセスが大事なんだなということが、改めてよくわかりました
し、どの競技にも通じることだなと思いました。つまり指導者と
して大事なのは、いかに選手が自信を持って本番に臨める
ようにするかということ。日本選手団総監督を務めて、そのこ
とがよくわかりました。

―他競技の選手のパフォーマンスを見て、何か感じたこと
はありましたか？
これまで他競技の試合を見ることはありませんでしたので、北
京大会ではとても勉強になりました。日本代表選手団団長は
明治大学スケート部フィギュア部門監督を務められている伊
東秀仁さんで、一緒にフィギュアスケートの試合を見たので
すが、フィギュアスケートのプレッシャーってこんなにすごいの
かと驚きました。360度、観客に見つめられたなか、たったひと
りであの広いスケートリンクを滑るなんて、相当なプレッシャー
を感じながら演技しているんだろうなと。かなりメンタルが強く
ないとダメなんだろうなと思いました。

―その北京大会からジャンプ界
では、スーツ規定違反による失格者
が相次いでいます。特に日本女子の
エースでもある高梨選手は、北京大
会の混合団体戦で失格となって以
降、これまで4回も違反と判定されまし
た。全日本スキー連盟副会長でもある原田さんとしては、この
スーツ規定問題はどのようにお考えでしょうか？
ルール自体を明確にすることが大事だと思いますが、とにかく
毎年ルール変更があるので、昔から選手にとっては悩ましい
問題となっています。まずはいち早く情報を手に入れること
で、スムーズに対応していくということが必要だと思います。今
回のスーツにおいては、日本に情報が入って来て対応しよう

としているうちに、すでに
ヨーロッパのほうでまた新
しいルール改正がされて
いたりと、情報取得の遅
れが生じたことが要因の
ひとつだったと思います
ので、組織としては反省

すべき点です。連盟としてもヨーロッパにアンテナを張って、遅
れのないように改善していきたいと思っています。それと現在
は、日本はルール改正を黙って受け入れるしかない立場です
ので、これからは日本人もIFの役員や委員などになりルール
改正のテーブルの場について意見を言えるようにしていかな
ければいけないと思っています。

札幌大会は地域の発展と
環境問題がテーマに

―札幌市が2030年の冬季オリンピック・パラリンピックの招
致をめざしています。冬季競技への理解を深めるためにも、
開催の意義はあるように思います。
ノルディックスキー複合のオリンピックからの除外が取り沙汰さ
れていますが、夏季大会と同じように冬季大会も見応えのある
ものかどうか、現代に合っているものかどうかということで、採
用競技が選別され始めています。そういうなかで各競技の理
解を深めていくことが必要になってくると思います。例えばカー

リングは、ルールが複雑でわかりにくい
とされますが、たくさんの人に知っても
らって興味を持ってもらうことで、競技
の本当の楽しさが伝わるようになりまし
た。それがオリンピックの役割でもある
と思いますので、ぜひ2030年に札幌
に招致して、日本の皆さんに冬季競技
の魅力を伝えられたらと思います。

―一方で東京2020大会の不祥事や、その後に発覚した
贈収賄、談合疑惑で国民のオリンピック離れが進み、不信感
が増幅しているように思います。札幌も活動しづらく、なかなか
支持率が上がりません。これからどんなことが必要でしょうか？
とにかく国民や札幌市民の皆さんの理解を深めていくことが
重要です。よく「なぜ札幌なんですか？」というご質問を受け
るのですが、東京で夏季大会を開催したから、単純に冬季
は札幌でということではありません。1972年札幌大会からちょ
うど半世紀が経ちましたが、札幌大会開催を機にインフラが
整備されたことで、今や札幌市は人口195万人の大都市とな
りました。また、そのことによってウィンタースポーツの発展とと
もに経済成長がありました。それを次の50年につなげていく
ためにはどうしたらいいのかを考えた時に、オリンピック・パラ

リンピック開催によっ
て札幌のさらなる成
長を促 す 原 動 力に
するということが狙い
です。実は札幌招致
は最近になって急に
出てきた話ではなく、
2026年大会の招致
もめざしていましたの

で、長きにわたって準備を進めてきているんです。ぜひ札幌
の未来をサポートするためにオリンピック・パラリンピックを開
催したいと思っています。ただ今は東京2020オリンピック・パ
ラリンピックの問題が次 と々明るみに出て、スポーツへの信頼
が損なわれてしまっています。招致に関する機運醸成活動
はいったん休止し、大会運営体制の見直しを進めています。
まずはスポーツや、オリンピック・パラリンピックの価値というも
のを精査して、さまざまな面でプラスがあるということを証明
し、理解していただいたうえで、札幌大会を開催したいと思っ
ています。

―オリンピック・パラリンピックの価値、本質とは、どういうも
のだとお考えですか？
オリンピック・パラリンピックは人を動かすものだと思います。オ
リンピック・パラリンピックで奮闘するアスリートの姿を見て、元
気が出たり、一歩を踏み出す勇気につながります。またオリン
ピック・パラリンピックを開催することによって、人々の暮らしが
良くなるものでなければいけないと思っています。例えば、札
幌市民は冬になると除雪問題に直面します。それがオリンピッ
ク・パラリンピックを開催することによって、除雪問題なども解
消されるなど、そういうことが2030年に札幌でオリンピック・パ
ラリンピックを開催する意義だと思います。今のままでは、「誰
かがやってよ」と何も動かないことのほうが多い。でも、国際的
なスポーツの祭典をすることで、社会問題の解決への第一
歩を踏み出すひとつのきっかけになればと思っています。

― 1972年の時との大きな違いは、パラリンピックです。当時
はオリンピックのみの開催でした。今回が初めて札幌で開催
されるパラリンピックということなります。
札幌市では「バリアフリー基本構想」を策定し、高齢者、障害
者など誰もが安全に安心して快適に暮らせるまちづくりに取
り組んでいます。また、パラリンピック選手も数多く輩出してい

ます。オリンピックと同じスポーツの祭典としてだけでなく、多
様性のある社会、共生社会の実現を考えたうえで開催でき
たらと思っています。

― SAJでは、パラスキーのほうとはどのような関係を築い
ているのでしょうか？
SAJの理事には、元パラアルペンスキー日本代表で、現在は
日本障害者スキー連盟常任理事を務めている大日方邦子※

さんに入ってもらい、一緒にスキーの普及に携わっていただ
いています。スキー場が障害のある人にもやさしい施設に変
わっていくということを目標にしています。今やパラスキーは特
別なものではありません。技術的にも用具もオリンピックの競
技を超えている部分もあるくらいです。

―スキー界はいち早く環境問題に取り組んできましたが、
2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のため
の2030アジェンダ」には2030年までに持続可能でより良い世
界をめざすことを国際目標として掲げています。また、パリ協
定を受けて日本政府は2030年までに温室効果ガスの排出量
を26％削減することを目標としています。こうした環境問題に
おいて節目の年でもある2030年に開催をめざす札幌大会に
おいても、もっと環境問題への提言をしていくべきではないで
しょうか？
おっしゃる通りで、冬の競技は温暖化という深刻な問題に直
面していて、ヨーロッパでも降雪量が減少しています。そのた
めオリンピック・パラリンピックでは人工雪が使われることがほ
とんどです。その点、札幌は雪が降り積もりますので、温暖化
対策においても世界的なロールモデルとしては最適な場所だ
と考えています。

―最後に、原田さんが次世代に伝えたいこととは何でしょ
うか？
スポーツのすばらしさを伝えていきたいというのは当然です
が、そこに人と人とがつながって喜びがあり、楽しさがあり、そ
のようなことを一緒に共感していけるということが大切だと思
います。スポーツ選手だからといって特別ということはありま
せん。感動や勇気を一緒に共感し合って、成長していってほ
しいと思います。そこにはプレッシャーなど特別なものがありま
すが、スポーツ選手ならではのものですので、それをぜひ楽し
んで一緒に成長していってほしいと思います。人生が豊かに
なるように、若い人たちにつないでいってほしいと思います。

※大日方邦子：1994年リレハンメルから2010年バンクーバーまで5大会連続でパラリンピックに出場し、あわせて9個のメダル＜金2、銀3、銅5＞を獲得した。

高梨沙羅選手（2022年北京オリンピック）

北海道・札幌 2030オリンピック・パラリンピック
プロモーション委員会記者発表（2022年）

2022年北京オリンピック・日本選手団総監督として記者会見に
臨む（左）。右は伊東秀仁団長
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歴　史 H I S T O R Y

 … 原田雅彦氏 略歴　　  … 世相
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P H O T O G A L L E R Yフォトギャラリー

1972年札幌オリンピック開会式・日本選手団入場

幼稚園のころ 中学3年生で世界ジュニア選手権に出場。右から2人目。
（1984年。ノルウェー）

オリンピック初参加となった1992年アルベールビル大会

葛西紀明氏 岡部孝信氏

齋藤浩哉氏
1998年長野オリンピック

船木和喜氏

西片仁也氏
（1994年リレハンメルオリンピック）

1972年札幌オリンピック 70m級
銅メダルを獲得した青地清二氏

1994年リレハンメルオリンピック
失敗ジャンプ後

1994年リレハンメルオリンピック
ジャンプ団体で銀メダルを獲得した日本チーム

（左から、岡部氏、本人、葛西氏、西方氏）

原田雅彦氏

1998年長野オリンピック・ジャンプ団体

1998年長野オリンピック・ジャンプ団体で金メダルに輝いた
日本チーム（左から本人、岡部氏、齋藤氏、船木氏）

2006年トリノオリンピックに出場

高梨沙羅選手（2022年北京オリンピック）

北海道・札幌 2030オリンピック・パラリンピックプロモーション委員会
記者発表（2022年）

2022年北京オリンピック・日本選手団総監督として記者会見に臨む（左）。右は伊東秀仁団長


